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入
は
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
と
な
り
ま

し
た
が
、
前
年
度
に
大
幅
な
増
額
と

な
っ
た
地
方
交
付
税
は
減
額
と
な
り

ま
し
た
（
前
年
度
比
１
・
３
％
減
）。

　
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
よ
り
長
期

貸
付
金
の
償
還
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
諸
収
入
が
大
幅
な
増
額
（
同

　
・
７
％
増
）
と
な
る
と
と
も
に
、

７９歳
出
の
増
加
に
伴
い
市
債
や
国
庫
支

出
金
な
ど
も
増
額
と
な
っ
た
こ
と

で
、
歳
入
総
額
で
は
前
年
度
に
比
べ

７
・
７
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
総
合
療
育
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
の
着
手
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
事
業
費
の
増
、

　
平
成
　
年
度
の
各
会
計
別
歳
入
・

２３

歳
出
決
算
状
況
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　
歳
入
が
１
７
２
６
億
４
３
１
万
円

に
対
し
、
歳
出
は
１
６
８
７
億
５
４

０
万
円
で
、
差
し
引
き
　
億
９
８
９

３８

１
万
円
の
剰
余
に
な
り
ま
し
た
が
、

　
年
度
へ
の
繰
越
事
業
の
財
源
と
し

２４て
３
億
３
０
８
４
万
円
を
充
当
し
て

い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
　
億
６
８

３５

０
７
万
円
の
黒
字
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
根
幹
で
あ
る
市
税
収

　
平
成
　
年
度
は
、
保
育
所
整
備
な

２３

ど
の
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施
策
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地

開
発
公
社
健
全
化
計
画
に
基
づ
く
長

期
保
有
土
地
の
買
い
戻
し
な
ど
を
進

【問合せ先】　  ※市外局番は《0798》
猿一般会計・特別会計について
　財政課（35・3414）
猿水道事業・工業用水道事業について
　水道局財務課（32・2211）
猿中央病院事業について
　中央病院総務課（64・1515）
猿下水道事業について
　経営管理課（35・3652）

　市は、平成23年度の決算収支の状況を取りまとめました。一般会計、特別会計および
企業会計の決算の概要についてお知らせします。

子
ど
も
手
当
や
生
活
保
護
の
増
に
よ

り
民
生
費
が
大
幅
な
増
額
（
同
　
・
１５

０
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

東
部
総
合
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

の
本
格
化
や
予
防
接
種
事
業
費
の
増

に
よ
り
、
衛
生
費
も
増
額
（
同
　
・
２６

４
％
増
）
と
な
る
な
ど
、
歳
出
総
額

で
は
前
年
度
比
７
・
９
％
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳
入
・
歳
出

の
内
訳
は
左
円
グ
ラ
フ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　　
　
あ
る
特
別
会
計
の
合
計
で
は
、

１１

歳
入
が
７
２
８
億
９
７
０
１
万
円
に

対
し
、
歳
出
は
７
２
２
億
４
１
９
万

円
で
、
差
し
引
き
６
億
９
２
８
２
万

円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　　
収
益
的
収
支
に
つ
い
て
は
水
道
事

業
で
１
４
４
８
万
円
、
工
業
用
水
道

事
業
で
１
億
６
８
１
万
円
、
下
水
道

事
業
で
　
億
５
９
６
０
万
円
の
黒
字

１０

に
な
り
ま
し
た
が
、
中
央
病
院
事
業

で
５
億
７
４
９
７
万
円
の
赤
字
に
な

り
ま
し
た
（
い
ず
れ
も
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税
を
含
む
）
。

め
、
将
来
負
担
の
軽
減
の
た
め
公
共

施
設
の
計
画
的
な
維
持
・
修
繕
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
健
全
化
判
断
比
率
＝
３
面
参
照
＝

で
は
、
西
宮
市
は
国
の
定
め
る
基
準

を
超
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
公
債
費
は

依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、
扶

助
費
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
経
費
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
中
、
地
方

交
付
税
制
度
の
見
直
し
や
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
な
ど
、
地
方
へ
の

影
響
も
予
測
し
難
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
引
き
続
き
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
な
お
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道

事
業
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
資
本
的

収
支
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定
留
保

資
金
な
ど
で
補
填
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
一
定
の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
使
途
を
限
定
し
た
目
的

税（
入
湯
税
、事
業
所
税
、都
市
計
画
税
）を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度

２３

決
算
に
お
け
る
目
的
税
の
使
途
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
は
税
務
管
理
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
２
０
０
）
へ
。

《平成23年度  歳入・歳出決算状況》

実質収支額翌年度に繰り
越すべき財源

歳入・歳出
差引額歳出決算額歳入決算額　　　　　　　　

③－④④①－②＝③②①
6807万円35億3084万円3億9891万円38億540万円1687億431万円1726億 一般会計
9282万円6億9282万円6億419万円722億9701万円728億 特別会計（11会計）
8593万円3億8593万円3億8763万円410億7356万円414億 国民健康保険
7070万円7070万円2494万円237億9564万円237億 介護保険
5553万円1億5553万円1億7520万円48億3073万円50億 後期高齢者医療事業

0万円0万円6124万円17億6124万円17億 集合支払費
499万円499万円993万円3億1492万円3億 食肉センター
219万円219万円7204万円2億7423万円2億 公共用地買収事業
807万円807万円1631万円1億2438万円1億 中小企業勤労者福祉共済事業
6374万円6374万円640万円7014万円 母子寡婦福祉資金貸付事業

0万円0万円2544万円2544万円 鳴尾外財産区
46万円46万円1845万円1891万円 農業共済事業
121万円121万円661万円782万円 区画整理清算費
6089万円42億3084万円3億9173万円45億959万円2409億132万円2455億合　計

※消費税および地方消費税を含
　みます
※水道事業、工業用水道事業お
　よび下水道事業の資本的収支
　の不足額は、損益勘定留保資
　金などで補填しました

1448万円579万円100億2027万円100億収益的収支 水道事業

企
業
会
計

5261万円 －24億9850万円37億4589万円13億資本的収支
681万円1億9606万円4億287万円6億収益的収支 工業用水道事業 9245万円－1096万円1億1851万円資本的収支
7497万円－5億1708万円52億4211万円46億収益的収支 中央病院事業 0万円1170万円4億1170万円4億資本的収支
5960万円10億4133万円97億93万円108億収益的収支 下水道事業 1367万円 －47億2880万円154億1513万円107億資本的収支
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財政特集

一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

一般会計決算額の構成 …市民1人あたり …1世帯あたり（平成24年4月1日現在の推計値で算定）

歳入決算額
1726億431万円
　…35万7000円
　…84万5000円

歳出決算額
1687億540万円
　…34万9000円
　…82万6000円

国庫支出金
260億2493万円
（15.1%）

地方交付税
 103億2211万円（6.0%）

諸収入
 93億4755万円（5.4%）

県支出金
 78億193万円（4.5%）

使用料および手数料
 63億2399万円（3.7%）

その他
 97億8091万円（5.7%）

その他
 32億8590万円（2.0%）

繰越金
 38億9866万円（2.2%）

市　税
818億1213万円
（47.4%）

　…16万9000円

市　債
172億9210万円（10.0%）

　…3万6000円

民生費（福祉の充実に）
 646億5242万円（38.3%）

　…13万4000円

公債費（借金の返済に）
240億3476万円（14.2%）

　…5万円

衛生費（保健医療や環境学習、清掃事業に）
189億6418万円（11.2%）

　…3万9000円

土木費（道路や公園の整備・維持管理に） 
179億581万円（10.6%）
　…3万7000円

総務費（文化振興や広報に）
173億2万円（10.3%）
　…3万6000円

教育費（学校教育や社会教育の充実に）
170億335万円（10.1%）
　…3万5000円

消防費（消火・救急活動に）
55億5896万円（3.3%）
　…1万2000円

環境衛生施設、鉱泉源の保護
管理施設、消防施設などの整
備または観光振興に充てられ
ます

道路、公園、上下水道等の都
市環境整備の費用に充てら
れます

都市計画事業または土地区
画整理事業に要する費用に
充てられます

教育文化施設整備事業

2億6971万7000円

社会福祉施設整備事業

8億4989万1000円

公債費等

1億8348万7000円

◎入湯税
（収入額：4097万8000円）

◎事業所税
（収入額：13億309万5000円）

◎都市計画税
（収入額：73億2741万2000円）

環境衛生施設

3650万8000円

消防施設等

366万3000円

観光の振興

80万7000円

街路事業

8194万8000円

下水道整備事業

26億4525万1000円

公債費

46億21万3000円
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平
成
　
年
６
月
に
「
地
方
公
共
団

１９

体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
財
政
健
全
化
法
）
」
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
　
年
度
決
算
か
ら

１９

財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
指
標
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

※１《実質赤字比率》
　一般会計等を対象とした実質赤字額の
標準財政規模（地方公共団体の標準的な
状態で通常収入されるであろう経常的一
般財源の規模）に対する比率です。
　家計で言えば、年間の赤字が年収に占
める割合を示したものです。
※２《連結実質赤字比率》
　公営企業会計を含む全会計を対象とし
た実質赤字額または資金不足額の標準財
政規模に対する比率です。
　家計で言えば、２世帯家族の年間の赤
字の合計が親世帯の年収に占める割合を
示したものです。
※３《実質公債費比率》
　一般会計等が負担する公債費の元利償
還金およびそれに準ずるものの標準財政
規模を基本とした額（標準財政規模から
元利償還金等に係る基準財政需要額算入
額を控除した額）に対する比率です。
　家計で言えば、年間の住宅ローンなど
の借入金返済額が年収に占める割合を示
したものです。
※４《将来負担比率》
　一般会計等が将来負担すべき実質的な
負債（地方公社や損失補償を行っている
出資法人等に係るものも含む）の標準財
政規模を基本とした額に対する比率で
す。
　家計で言えば、住宅ローンなどの借入
金残高と貯金の状況をもとに、将来見込
まれる負債が年収の何年分に相当するか
を示したものです。
※５《資金不足比率》
　各公営企業の資金不足額の事業規模に
対する比率です。公営企業の資金不足を
公営企業の事業規模である料金収入の規
模と比較して指標化し、経営状態の悪化
の度合いを示しています。

　
　
年
４
月
か
ら
法
律
が
全
面
施
行

２１
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
が
国
で
定

め
る
基
準
を
超
え
た
場
合
に
、
財
政

の
健
全
化
、
財
政
の
再
生
お
よ
び
公

営
企
業
の
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
の
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、
　
月
９
日
～
　
日
に
、
全

１１

１５

国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
意
識
を
一
層
高
め
て
も
ら

い
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
期
間
中
、
物
品
販
売
店
舗
や

高
齢
者
が
入
居
す
る
福
祉
施
設
な
ど
の
立
ち
入
り
検
査
や
消
防
訓
練

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
を
訪
問
す
る
住
宅
防
災
診
断
な
ど

火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
皆
さ
ん
で
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
せ
は
予
防
課
（
０
７
９
８
・
３
２
・
７
３
１
３
）
ま
た
は
各
消

防
署
へ
。

　
平
成
　
年
６
月
か
ら
市
火
災
予
防

１８

条
例
で
、「
台
所
」「
寝
室
」「
階
段
」

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
既
存
住
宅
へ
の
設
置
猶
予
期
間
も

す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
大
切
な

命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
、
ま
だ
設

　住宅火災から命を守るため、次
の習慣や対策を心がけましょう。
《３つの習慣》
烏寝たばこは、絶対しない
烏ストーブは、燃えやすいものか
　ら離れた位置で使用する
烏ガスコンロなどのそばを離れる
　ときは、必ず火を消す
《４つの対策》
宇逃げ遅れを防ぐために、住宅用
　火災警報器を設置する
宇寝具、衣類およびカーテンから
　の火災を防ぐために、防炎品を
　使用する
宇火災を小さいうちに消すため、
　住宅用消火器を設置する
宇高齢者や身体の不自由な人を守
　るために、隣近所の協力体制を
　つくる

　市では、２０年以上火災原因の１
位が放火（疑いを含む）です。
　放火を減らすためには、住民自ら
が自衛意識を持ち、「放火されない・
放火させない・放火されても被害を
大きくさせない」まちづくりに取り
組むことが大切です。次のチェック
ポイントに注意しましょう。

　11月1日～9日…119番の日に
ついて、10日～15日…秋の火災予
防運動について、16日～30日…救
急車の適正利用について

△

病院情報
…平日の午後５時（土曜は午前11
時）～翌朝8時と日曜・祝日の24時間

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
　
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

２３

全
化
判
断
比
率
な
ど
の
財
政
指
標
を

算
出
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準

内
で
し
た
の
で
、
財
政
健
全
化
等
の

計
画
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
市
の
　
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

２３

化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
は
上

表
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
市
の
指
標
は
い
ず
れ
も
国

が
定
め
る
基
準
を
超
え
て
い
ま
せ

ん
。

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
「
実
質
赤

字
比
率（
※
１
）」、「
連
結
実
質
赤
字

比
率（
※
２
）」、「
実
質
公
債
費
比
率

（
※
３
）」、「
将
来
負
担
比
率（
※
４
）」

の
４
つ
の
比
率
が
あ
り
ま
す
。「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
や
「
将
来
負
担

比
率
」
で
は
公
営
企
業
会
計
や
損
失

補
償
を
し
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
な

ど
も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

市
全
体
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表

す
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
指
標
ご
と
に
は
、
い
わ
ゆ

る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に
あ
た
る
早
期

健
全
化
基
準
と
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
に

あ
た
る
財
政
再
生
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
か
の
指
標
が
早

期
健
全
化
基
準
以
上
に
な
る
と
財
政

健
全
化
計
画
を
作
成
し
た
う
え
、
議

会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
か
の
指
標
が
財

政
再
生
基
準
以
上
に
な
る
と
財
政
再

生
計
画
を
作
成
し
、
総
務
大
臣
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
計
画
に

沿
っ
た
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
ご

と
に
算
出
す
る
「
資
金
不
足
比
率

（
※
５
）
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

一
部
の
特
別
会
計
も
こ
の
指
標
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
比
率
に
は
経
営
健
全
化
基
準

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準
以
上
に

な
る
と
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し

た
う
え
、
議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
計
画
に
基
づ
い
て
経
営

の
健
全
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

全
て
の
比
率
が
基
準
内

市
の
財
政
状
況
を
示
す

“
健
全
化
判
断
比
率
”

公
営
企
業
の
経
営
状
況
を

示
す
“
資
金
不
足
比
率
”

燕猿燕猿用語解説燕猿燕猿 《健全化判断比率の状況》
財政再生基準早期健全化基準平成22年度平成23年度区分

20.0％11.25％－－実質赤字比率
30.0％16.25％－－連結実質赤字比率
35.0％25.0％10.7％9.8％実質公債費比率

350.0％78.3％65.4％将来負担比率
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がないため、「－」と表示
※平成22年度の連結実質赤字比率の財政再生基準は35.0％です

《資金不足比率の状況》
経営健全化基準平成22年度平成23年度区分

公営企業会計
20.0％－－水道事業会計
20.0％－－工業用水道事業会計
20.0％－－中央病院事業会計
20.0％－－下水道事業会計

特別会計
20.0％－－食肉センター特別会計

※資金不足額がないため、「－」と表示
※特別会計のうち、地方公営企業法非適用の公営企業に該当する会計がこの
　指標の対象になります

置
し
て
い
な
い
人
は
、
１
日
も
早
く

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
家
電
量

販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
消
防
用

設
備
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
。
購
入
の
際
は
、
品
質
を
保
証
し

た
日
本
消
防
検
定
協
会
鑑
定
の
「
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
」
が
付

い
て
い
る
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
自
分
で
購

入
し
、
設
置
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

覚通報のポイント
救急火災

「救急です」「火事です」①第一声
町名・番地・マンション名など（※）②場所など

けがや病気の内容、人数、
性別、年齢、負傷部位、意
識があるかないかなど

どこで何が燃えて
いて、逃げ遅れた
人がいるかどうか

③内容

応急手当をお願いする場
合あり安全な場所へ避難④通報後

※携帯電話からの119番は、電波の状況によって他市の消防に
つながる場合があるため、最初に発生場所の市を伝えてください

　
１
１
９
番
通
報
す
る
場
合
は
、
落

ち
着
い
て
、
用
件
な
ど
を
し
っ
か
り

伝
え
て
く
だ
さ
い
＝
下
表
参
照
。

　
１
１
９
番
は
、
火
災
や
救
急
の
場

合
に
使
用
す
る
“
人
の
命
と
財
産
を

守
る
電
話
”
で
す
。
い
た
ず
ら
電
話

な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
局
で
は
、
住
宅
に
お
け
る
火

災
予
防
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
住
宅
防
災
診
断
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
診
断
は
、
火
災
や
地
震
な
ど

か
ら
、
我
が
家
・
我
が
身
を
守
る
た

め
の
目
安
と
な
る
診
断
を
行
い
、
住

宅
内
外
で
の
危
険
性
を
知
っ
て
も
ら

い
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
い
い

か
を
問
い
か
け
る
も
の
で
す
。

　
消
防
職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
玄

関
先
で
の
問
診
に
よ
り
災
害
の
対
応

状
況
な
ど
を
聞
い
て
、
住
ま
い
に
適

し
た
対
策
を
説
明
し
ま
す
。

ＮＳマーク

警
報
器
の
販
売
場
所

□家の周りや外階段の下などに紙な
　どの可燃物を放置していませんか
□ごみ収集日の前夜にごみを出して
　いませんか
□共同住宅などの共用部分を物置が
　わりにしていませんか
□自転車やオートバイのかごに物を
　置いたままにしていませんか
□自転車やオートバイのボディカバ
　ーは防炎品を使用していますか
□玄関、物置、車庫の施錠をしてい
　ますか
□郵便受けに新聞やチラシなどがた
　まったままにしていませんか
□消火器などは使いやすい状態です
　か
□門灯などの照明状況は良好ですか

煙煙煙煙  防火予防チェック  煙煙煙煙


